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１ 実践の目的 
（１）児童の実態 

本校の児童は、知識・技能に係る資質・能

力が比較的高い傾向にある一方で「なぜそ

う思うのか？」について自分の言葉で表現

する思考・判断・表現等に係る資質・能力に

課題があると捉えた。また、自分の考えを表

現する場では、「正解か不正解か」への意識

が強く、教師が期待する答えを出そうとす

る姿も見受けられた。 

（２）目指す児童の姿 

上記の実態から、思考・判断・表現等に係

る資質・能力の育成、「友だちの考えをもっ

と聴きたい」「自分の考えをもっと伝えたい」

「もっと考えたい」と、学びに対して主体性

を持ち“自分ごととして”取り組む児童の育

成を目指している。 

 

２ 実践の内容 
（１）実践の柱 

「一人ひとりの『考えたい』をふくらませ

る授業づくり」をテーマに、「協同的探究学

習」を柱として授業研究を進めていくこと

とした。 

（２）協同的探究学習について 

協同的探究学習では、授業者が教材の本

質に迫り、「単元を通して高めたい力」「本時

で高めたい力」を明確に設定する中で、児童

の興味・関心や多様な考えを引き出すこと

のできる発問(導入問題)と、児童一人ひとり

の思考を深める発問(展開問題)を軸に、授業

をデザインしている。 

（３）協同的探究学習の授業の流れ 

本時で高めたい力を高めるために、以下

のように授業を組み立てている。 

①個別探究Ⅰ 

導入問題について児童一人ひとりが多

様にアプローチする。 

②協同探究 

児童一人ひとりの多様な考えをクラス

全体で共有し、関連づける。 
③個別探究Ⅱ 

展開問題を通して児童一人ひとりが協

同探究の成果を統合し、考えを深める。 

（４）授業づくりのために 

本研究で作成した『授業構想シート』を活

用して、本時で高めたい力を明確にし、発問

を考え、協同探究でどのように教材の本質

に迫っていくのか具体的にイメージするた

めに、児童の発言の関連づけを考える。また、

評価場面について、児童がどのような姿に

なっていれば高めたい力が高まったといえ

るのかを具体的に考える。 

＜授業構想シート記入例＞ 
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（５）研究授業 

本校では、校内授業研究会における研究

授業を各学年１本行っている。研究授業は、

学年が母体となって研究しており、学年で

代表１名が授業公開している。また、その他

の学年職員は、研究授業の事前や事後に、検

討している授業の公開を行う。その授業を

毎回学年で参観し合い、参観から見取った

事実(児童の姿)をもとにして、より「『考え

たい』をふくらませるために」という視点で、

さらなる検討を重ねている。なお、その中の

１本は、「事前ブロック研究会」として、ブ

ロック職員全員で参観と協議会を行ってい

る。この事前ブロック研究会を通して、学年

を越えた縦の学びを意識しながら、より多

くの職員の眼で児童の学びの姿を見とり、

それを共有していくことで、よりよい授業

づくりを目指している。 

（６）協議会 

参観者は、『授業構想シート』によって、

授業の目標を共有し、授業者が１時間の中

で高めたい資質・能力を明確に知ることが

できる。参観の際は、児童の「考えたい」が

ふくらんだ瞬間や、本時で高めたい力が高

まっているかを、児童の発言やつぶやき、ワ

ークシートやノートの記述内容などから見

とる。協議会では、「児童も教師も協同的探

究学習」を合言葉に、自分の言葉で語り合う。 

 

３ 実践の成果と課題 
＜成果～児童の姿～＞ 

・一人ひとりが課題に向き合い、「正解」「不

正解」にとらわれることなく、自分なりの

考えをもち、様々なかたちで表現する資

質・能力が身に付いてきた。 

・協同探究において、他者と自分の考えを比

較しながら話を聴こうとする資質・能力

が身に付いてきた。 

＜成果～教師の姿～＞ 

・「教材の本質」「単元や本時で高めたい力」

が“授業の核”になることに気づくことが

できた。 

・児童の実態に即した、一人ひとりの多様な

考えを引き出せる問いを設定することが

できるようになった。 

・児童の話を聴き、児童同士の考えをつなげ

たり問い返したりすることができるよう

になった。 

＜課題～児童の姿～＞ 

・考えを記述できるようになったが、発言と

なると、一部の児童に偏ることがある。 

・協同探究において、児童自ら他者の考えに

つなげていくことが難しい。 

＜課題～教師の姿～＞ 

・挙手の有無に関わらず、授業の流れやタイ

ミングに応じて、様々な児童の考えを引

き出す工夫が必要である。 

・児童自らが、互いの考えのつながりに気づ

き、「教材の本質」に迫れるようなさらな

る追究型発問の設定や板書の工夫が必要

である。 

 
４ 今後の展開 
本校の校内研究では、常に「目の前の児童

の姿をもとにした」授業づくりに取り組ん

できた。今後は特に、より「『考えたい』が

ふくらむ」協同探究の研究を進めていきた

い。児童一人ひとりがどのように考え、どの

ように言葉を紡いでいくのかを授業者がよ

く考え、言葉を受け止めたり問い返したり

しながら、児童一人ひとりの考えようとす

る姿勢の高まりや考えの深まりを生み出し

ていきたい。そのために、「“授業の核”を大

切にしながら授業をつくる」ということ、実

践と児童の様子を職員同士で共有すること

を日頃から繰り返し取り組んでいきたい。 


